
【万
葉
古
代
学
研
究
所
JbE報
】

平
成
二
十
年
度

一
月
三
〇
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
特
別
講
義
と
し
て
､
寺
川
虞
知
夫
研
究

所
長

･
同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授

(以
下
､
所
長
と
略
す
)

が

｢古
典
文
学
に
み
え
る
病
気
と
治
療
｣
を
講
演
｡

二
月

八
日

美
夫
君
志
会
二
月
例
会

(中
京
大
学
)
に
て
'
井
上
さ
や
か

主
任
研
究
員

(以
下
､
研
究
員
と
略
す
)
が

｢や
ま
と
歌
と
海

彼
の
あ
い
だ
｣
と
題
し
て
研
究
発
表
｡

二
月

一
六
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
晃
主
任
研
究

員

(以
下
､
研
究
員
と
略
す
)
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
二
二

～
二
四
番
歌
｣
を
講
義
｡

二
月
二
七
日

ー
T
B
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

(東
京
新
宿
教
室
)
主
催
の
万

葉
講
座
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
の
ふ
る
さ
と
飛
鳥
･

藤
原
｣
を
講
演
｡

三
月

一
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉

集
｣
の
第
六
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
辰
巳
正
明
国
学
院
大
学

教
授
が

｢死
者
の
旅
-

敦
煙

｢十
王
経
｣
と
苗
族

｢焚
巾
曲
｣

を
め
ぐ
っ
て
-
｣
､
藤
田
富
士
夫
富
山
市
教
育
委
員
会
理
事

･

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
が

｢考
古
学
か
ら
み
た
大
伴
家
持

の
越
中
国
巡
行
に
つ
い
て
/
珍
敷
塚
古
墳
の
蕨
手
文
/
窮
翠
に

つ
い
て
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
､
参
加
者
全
員
で
の
討
議
を
行
う
｡

三
月

三
日

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
ド
ク
タ
ー

研
究
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢東
ア
ジ
ア
と
日
本
古
代
都
城
を
つ
な

ぐ
道
を
探
る
-
外
国
使
節
の
迎
接
道
-
｣
第
八
回
研
究
会
で
､

竹
本
晃
研
究
員
が
竜
田
道
の
踏
査
を
引
率
｡

三
月

六
日

J
T
B
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン

(大
阪
梅
田
教
室
)
主
催
の
万

葉
講
座
で
'井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
の
ふ
る
さ
と
飛
鳥
･

藤
原
-
早
春
の
里
山
を
訪
ね
て
ー
｣
を
講
演
｡

三
月

七
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
で
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢万
葉
集
の
基
礎
知
識
｣
と
題
し
て
講
義
｡

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢
万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研

究
｣
(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第

二

一回
共
同

研
究
会
を
開
催
｡

三
月

八
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
で
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
と
大
館
真
晴
主
任
研
究
員

(以
下
､研
究
員
と
略
す
)

が
館
内
案
内
の
講
師
を
務
め
る
｡

三
月

九
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
大
館
真
晴
研
究
員

が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
二
五
～
二
八
番
歌
｣
を
講
義
｡

三
月

二
二
日

J
T
B
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
主
催
の
万
葉
講
座
で
､
井
上
さ

や
か
研
究
員
が

｢万
葉
の
ふ
る
さ
と
飛
鳥
･藤
原
｣
を
講
義
し
､

引
率
講
師
を
務
め
る
｡
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三
月

一
六
日

｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
第
七
号
を
発
行
｡

三
月

一
七
日

奈
良
交
通
･近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン
(国

際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
'井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万

葉
集
に
み
る
稲
作
文
化
｣
と
題
し
て
講
演
｡

三
月
二

一
日

平
城
遷
都

二
二
〇
〇
年
記
念

･
奈
良
県
市
町
村
連
携
特
別
企

画

･
奈
良
ま
る
ご
と
歴
史
体
験
博

｢女
帝
の
時
代
｣
で
､
井
上

さ
や
か
研
究
員
が
｢古
代
大
和
を
彩
る
女
帝
た
ち
-
持
統
天
皇
｣

を
講
演
｡

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
ド
ク
タ
ー

研
究
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢東
ア
ジ
ア
と
日
本
古
代
都
城
を
つ
な

ぐ
道
を
探
る
-
外
国
使
節
の
迎
接
道
-
｣
第
九
回
研
究
会
で
､

竹
本
晃
研
究
員
が

｢大
和
地
域
の
古
道
｣
と
題
し
て
研
究
報
告
｡

三
月
三

一
日

大
館
真
晴
研
究
員
が
離
任
｡

平
成
二
十

一
年
度

四
月

二
日

吉
原
啓
研
究
員
が
着
任
｡

四
月

三
日

テ
レ
ビ
大
阪

｢お
と
な
旅
あ
る
き
旅
｣
に
て
'
井
上
さ
や
か

研
究
員
が
､
桜
井
周
辺
の
万
葉
故
地
に
つ
い
て
解
説

(
四
月

一
一
日
放
送
)
0

四
月

一
〇
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第

一
回
)
を
講
義
｡

四
月

一
七
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第
二
回
)
を
講
義
｡

四
月

一
八
日

友
の
会
主
催
の

｢万
葉
｣
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク

(桜
井
駅
コ
ー

ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員

･
竹
本

晃
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢
万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル

ケ
オ
ロ
ジ
ー
的
研
究
-
と
く
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
-
｣
(代

表
･後
藤
明
南
山
大
学
教
授
)
の
第

一
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

四
月
二
〇
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢巻

一
の
世
界

(下
)
二
九
～
三
三
番
歌
｣
を
講
義
｡

四
月
二
四
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第
≡
回
)
を
講
義
｡

五
月

一
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第
四
回
)
を
講
義
｡

五
月

三
日

友
の
会
主
催
の

｢
万
葉
｣
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク

(天
理
駅
コ
ー

ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員

･
竹
本

晃
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

五
月

八
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第
五
回
)
を
講
義
｡

五
月

一
五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第
六
回
)
を
講
義
｡
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五
月

一
八
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
晃
研
究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
三
四
～
三
九
番
歌
｣
を
講
義
｡

五
月
二
〇
日

第
三
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座

･
キ
ト
ラ
関
連
展
特
別

講
座
と
し
て
'
寺
川
虞
知
夫
所
長
が

｢天
武

･
持
統
陵
と

『阿

不
幾
乃
山
陵
記
』
｣
を
講
演
｡

五
月
二
二
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第
七
回
)
を
講
義
｡

五
月
二
九
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
人
第
八
回
)ー.を
講
義
.

五
月
三

一
日

友
の
会
主
催
の

｢万
葉
｣
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク

(高
田
駅
コ
ー

ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員

･
竹
本

晃
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

六
月

五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第
九
回
)
を
講
義
｡

六
月

二

一日

橿
原
市
立
中
央
公
民
館
主
催
橿
原
歴
史
探
訪
講
座

｢橿
原
!

再
発
見
｣
で
､
竹
本
晃
研
究
員
が

｢万
葉
集
か
ら
学
ぶ
､
万
葉

人
の
心
｣
と
題
し
て
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

文
化
論
｣
(第

一
〇
回
)
を
講
義
｡

六
月

一
六
日

N
H
K
･
E
T
V
特
集

｢
日
本
と
朝
鮮
半
島
二
〇
〇
〇
年
｣

の
第
四
回

｢そ
し
て

｢日
本
｣
が
生
ま
れ
た
-
白
村
江
の
敗
戦

か
ら
律
令
国
家
へ
-
｣
に
て
､
竹
本
晃
研
究
員
が
飛
鳥
池
工
房

遺
跡
等
に
つ
い
て
解
説

(七
月
二
六
日
放
送
)0

六
月

一
八
日

関
西
電
気
管
理
技
術
者
協
会
研
修
会
に
お
い
て
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢万
葉
歌
に
み
る
古
代
の
暮
ら
し
｣
を
講
演
｡

六
月

一
九
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
万
葉

文
化
論
｣
(第

二

回
)
を
講
義
｡

六
月
二
二
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
晃
研
究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
四
〇
～
四
四
番
歌
｣
を
講
義
｡

六
月
二
六
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
万
葉

文
化
論
｣
(第

二

一回
)
を
講
義
｡

六
月
二
七
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
主
催

｢J
R
西
日
本
奈
良
デ
ス
テ
ィ

ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

｢万
葉
線

に
乗
っ
て
｣
で
､
｢古
代
氏
族
の
葛
藤
-
物
部
と
石
上
-
｣
(竹

本
晃
研
究
員
)､
｢王
宮
に
そ
び
え
る
聖
樹
｣
(辰
巳
和
弘
同
志

社
大
学
教
授
)
'
｢三
輪
の
槍
原
｣
(寺
川
虞
知
夫
研
究
所
長
)
'
｢歌

に
よ
ま
れ
た
宮
処
-
飛
鳥
･藤
原
-
｣
(井
上
さ
や
か
研
究
員
)
'

｢香
具
山
の
古
代
｣
(上
野
誠
研
究
所
副
所
長

･
奈
良
大
学
教
授

(以
下
､
副
所
長
と
略
す
))
､
｢
風
の
道

･
人
の
道
｣
(中
西
進

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
長
)
に
よ
る
リ
レ
ー
講
座
を
実
施
｡

六
月
三
〇
日

吉
原
啓
研
究
員
が
離
任
｡

七
月

二
日

曹
味
梅
主
任
研
究
員

(以
下
､
研
究
員
と
略
す
)
が
着
任
｡
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七
月

三
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
万
葉

文
化
論
｣
(第

二
二
回
)
を
講
義
｡

七
月

九
日

(財
)
ひ
ょ
う
ど
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
主
催
の

｢
ひ
ょ

う
ど
講
座
二

〇
〇
九
/
古
代
研
究
の
最
前
線
｣
に
お
い
て
､
井

上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
歌
に
み
る
飛
鳥
･藤
原
｣
を
講
演
｡

七
月

一
〇
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
万
葉

文
化
論
｣
(第

一
四
回
)
を
講
義
｡

七
月

一
一
日

東
京
日
本
橋
の
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
に
お
い
て
､
第
七
回
万
葉

古
代
学
研
究
所
東
京
講
座
を
開
催
｡
寺
川
虞
知
夫
所
長
が

｢狭

琴
の
島
の
石
中
死
人
を
視
て
作
る
歌
｣
と
題
し
て
講
演
｡

七
月

二
二
日

友
の
会
共
催

｢
万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢巻

一
の
世
界

(下
)
四
五
～
四
九
番
歌
｣
を
講
義
｡

七
月

一
九
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究
｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第
七
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
寺
川
虞
知
夫
所
長
が

｢柿
本

人
麻
呂
の
旅
-
人
麻
呂
は
旅
に
お
い
て
景
観
を
ど
の
よ
う
に
表

現
し
た
か
ー
｣
､
加
藤
釈
義
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー

教
授
が

｢グ
リ
ム
童
話
に
お
け
る
旅
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
､
参

加
者
全
員
で
の
討
議
を
行
う
｡

七
月
二
〇
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究
｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第
八
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
高
橋
孝
信
東
京
大
学
教
授
が

｢南
イ
ン
ド
古
代
の
詩
人
の
た
め
の
旅
行
案
内
記
｣
'
宮
家
準
慶

応
大
学
名
誉
教
授
が

｢
日
本
宗
教
に
お
け
る
旅

-
宗
教
民
族
学

の
立
場
か
ら
-
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
､
参
加
者
全
員
で
の
討
議

を
行
う
｡

七
月
二
三
日

奈
良
県
教
育
研
究
所
主
催
の

｢伝
統
的
な
言
語
文
化
｣
研
修

に
お
い
て
､
上
野
誠
副
所
長
が

｢八
方
破
れ
の
古
典
教
育
-
現

代
教
育
私
感
-
｣
､
井
上
研
究
員
が

｢『
万
葉
集
』
を
学
ぶ
た
め

の
体
験
学
習
に
向
け
て
｣
と
題
し
て
講
座
を
実
施
｡
竹
本
晃
研

究
員
が
特
別
展
示
室
を
案
内
し
解
説
｡

七
月
二
四
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
万
葉

文
化
論
｣
(第

一
五
回
)
を
講
義
｡

七
月
二
五
日

第
三
三
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
竹
本
晃
研
究
員
が

｢石
神
遺
跡
と
は
何
だ

っ
た
の
か
｣
を
講
義
｡

第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢
万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル

ケ
オ
ロ
ジ

ー
的
研
究
-
と
く
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
-
｣
(代

表
･後
藤
明
南
山
大
学
教
授
)
の
第
二
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

七
月
三

一
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
講
師

を
務
め
る
｡

八
月

一
日

中
国
大
連
外
国
語
大
学
日
本
語
学
院
講
師
の
張
士
傑
氏
が
､

平
成
二
十

一
年
度
万
葉
古
代
学
研
究
所
海
外
研
修
員
と
し
て
着

任
｡夏

休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
竹
本
晃
研
究
員
が
講
師
を
務
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め
る
｡

東
京
日
本
橋
の
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
に
お
い
て
､
第
八
回
万
葉

古
代
学
研
究
所
東
京
講
座
を
開
催
｡
上
野
誠
副
所
長
が

｢大
和

三
山
の
古
代
｣
と
題
し
て
講
演
｡

八
月

二
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
曹
味
梅
研
究
員
が
講
師
を
務

め
る
｡

八
月

五
日

奈
良
女
子
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学

術

研
究

セ

ン
タ
ー
主
催
､

万
葉
古

代
学

研
究
所
共
催

の

二

〇
〇
九
年
度
若
手
研
究
者
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

｢正
倉
院
文
書

を
考
え
る
｣
に
､
曹
晩
梅
研
究
員
が
出
席
｡

八
月

六
日

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ

ン
タ
ー
と
共
催

の

二

〇
〇
九
年
度
若
手
研
究
者
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

｢正
倉
院
文
書

を
考
え
る
｣
で
､
竹
本
晃
研
究
員
が

｢甘
樫
丘
東
麓
遺
跡
の
概

要
｣
と
題
し
て
万
葉
文
化
館
で
講
義
し
､
現
地
踏
査
の
引
率
講

師
も
務
め
る
｡

八
月

八
日

第
三
四
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
'
上
野
誠
副
所
長
が

｢
万
葉
歌
木
簡
は
語
る
｣
を
講
義
｡

友
の
会
主
催

｢
ら
く
ら
く
万
葉
再
発
見

･
万
葉
文
化
館
を
楽

し
む
①
｣
で
､
竹
本
晃
研
究
員
が
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
お
よ
び
特

別
展
示
室
に
つ
い
て
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

八
月

九
日

東
京
日
本
橋
の
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
に
お
い
て
､
第
九
回
万

葉
古
代
学
研
究
所
東
京
講
座
を
開
催
｡
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
『
万
葉
集
』

二

一五

〇
年
紀
｣
と
題
し
て
講
演
｡

八
月

一
七
日

友
の
会
共
催

｢
万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
晃
研
究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
五

〇
～
五
三
番
歌
｣
を
講
義
｡

八
月
二

一
日

橿
原
市
主
催
の
香
久
山
地
域
学
級
万
葉
講
座
に
て
､
井
上
さ

や
か
研
究
員
が

｢
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
橿
原
と
明
日
香
｣
と
題

し
､
講
演
｡

八
月
二
二
日

第
三
五
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢
『
万
葉
集
』
か
ら
み
た
古
代
の
ア
ジ
ア
｣
を
講
義
｡

八
月
二
九
日

第
三
六
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
曹
味
梅
研
究
員
が

｢歌
垣
に
み
る
歌
の
闘
争
｣
を
講
義
｡

｢東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
原
文
化
の
受
容
と
展
開
｣
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

(中
国
･鄭
州
大
学
)
で
､
竹
本
晃
研
究
員
が

｢坊

に
お
け
る
生
活
空
間
の
中
日
比
較
-
藤
原
京
と
隔
唐
時
代
の
洛

陽

･
長
安
城
-
｣
と
題
し
て
報
告
｡

八
月
三

〇
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究
｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第
九
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
神
崎
宣
武
旅
の
文
化
研
究
所

長
が

｢酒
に
み
る
伝
統
と
変
容
｣
'
ウ

ェ
ッ
ブ

･
ジ

エ
イ
ス
ン

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
准
教
授
が

｢
ア
メ
リ
カ
南
部
の
歌

謡
に
お
け
る

『旅
』
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
､
参
加
者
全
員
で
の

討
議
を
行
う
｡
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九
月

二

一日

友
の
会
主
催

｢ら
く
ら
く
万
葉
再
発
見

･
飛
鳥
音
楽
散
歩
｣

で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
飛
鳥
古
宮
跡
等
に
つ
い
て
引
率
講

師
を
務
め
る
｡

九
月

一
四
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
曹
味
梅
研
究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(下
)
五
四
～
六

一
番
歌
｣
を
講
義
｡

九
月
二
三
日

友
の
会
主
催

｢大
和
三
山
万
葉
ウ
オ
ー
ク

･
耳
成
山
か
ら
横

大
路
､
磐
余
の
道
へ
｣
に
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
引
率
講

師
を
務
め
る
｡

九
月
二
七
日

第
四
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声

の
歌
と
の
比
較
研
究
｣
の
研
究
成
果
発
表
と
し
て
'
第
六
回
万

葉
古
代
学
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢ア
ジ
ア
の
歌
と
万
葉

集
｣
を
開
催
｡
総
論
と
し
て
'真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
が

｢万

葉
歌
と
声
の
歌
｣
を
､
基
調
報
告
と
し
て
､
工
藤
隆
大
東
文
化

大
学
教
授
が

｢中
国
湖
南
省
苗
族
歌
文
化
調
査
報
告
｣
､
狩
俣

恵

一
沖
縄
国
際
大
学
教
授
が

｢古
代
歌
謡
と
沖
縄
の
歌
文
化
｣
､

岡
部
隆
志
共
立
女
子
短
期
大
学
教
授
が

｢対
歌
の
カ
ー
中
国
雲

南
省
白
族
の
歌
文
化
と
万
葉
集
-
｣
､
手
塚
恵
子
京
都
学
園
大

学
准
教
授
が

｢う
た
う
歌

･
書
く
歌
-
中
国
広
西
省
壮
族
の
掛

け
歌
よ
り
t
｣､
リ
ユ
ド
ミ
ー
ラ

･
エ
ル
マ
コ
-
ワ
神
戸
市
外

国
語
大
学
教
授
が

｢
ロ
シ
ア
の
掛
け
歌
-
K
H
O
R
O
V
O
D

に
つ
い
て
-
｣
を
そ
れ
ぞ
れ
講
演
｡

九
月
二
八
日

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
万
葉

二

一五
〇
周
年
記
念

･
魅
力
再

発
見
の
旅

｢奈
良

･
奥
明
日
香
｣
に
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員

が

｢『
万
葉
集
』
か
ら
み
た
飛
鳥
｣
と
題
し
講
演
｡

一〇
月

二
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第

一
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

九
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
二
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

一
一
日

美
夫
君
志
会

一
〇
月
例
会
に
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢黄

葉
の
宴
-
馬
場
南
遺
跡
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
-
｣
と
題
し
て

研
究
発
表
｡

一〇
月

一
六
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
≡
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

一
七
日

田
原
本
観
光
協
会
主
催
の
｢
田
原
本
町
観
光
協
会
歴
史
講
座
｣

に
て
､井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
田
原
本
の
万
葉
歌
｣
を
講
演
｡

一
〇
月

一
九
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢巻

一
の
世
界

(下
)
六
二
～
六
三
番
歌
｣
を
講
義
｡

一〇
月
二
〇
日

朝
日
J
T
B
文
化
交
流
塾
主
催
の
講
座
に
て
､
井
上
さ
や
か

研
究
員
が
｢万
葉
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
-
秋
の
飛
鳥
散
歩
-
｣

を
講
義
｡

一
〇
月
二
三
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
四
回
)
を
講
義
｡
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一
〇
月
二
七
日

読
売
旅
行
主
催

｢正
倉
院
展
と
飛
鳥
の
謎
の
石
像
物
｣
に
て
､

万
葉
集
関
連
ミ
ニ
展
示
を
実
施

(
一
一
月
五
日
ま
で
)0

一
一
月

三
日

朝
日
J
T
B
文
化
交
流
塾
主
催
の
踏
査

｢万
葉
の
ふ
る
さ
と

を
訪
ね
て
-
秋
の
飛
鳥
散
歩
-
｣
に
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員

が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

一
一
月

六
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢
万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
五
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

八
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
で
､
曹
啄
梅
研

究
員
が

｢万
葉
集
と
中
国
の
古
代
歌
謡
｣
を
講
義
｡

一
一
月

一
〇
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
明
日
香
学
特
別
講
座
に
て
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢明
日
香
と
万
葉
-
1
-
｣
を
講
義
｡

一
一
月

一
三
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
六
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

一
四
日

第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル

ケ
オ
ロ
ジ
ー
的
研
究
-
と
く
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
-
｣
(代

表
･後
藤
明
南
山
大
学
教
授
)
の
第
三
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

一
一
月

一
五
日

第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル

ケ
オ
ロ
ジ
ー
的
研
究
I
と
く
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
-
｣
(代

表
･後
藤
明
南
山
大
学
教
授
)
の
第
四
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

1
1
月

一
六
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
晃
研
究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(上
)
六
四
～
六
九
番
歌
｣
を
講
義
｡

一
一
月
二
〇
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
七
回
)
を
講
義
｡

一
一
月
二
二
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究
｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第

一
〇
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
鹿
田
律
子
神
奈
川
大
学
教

授
が

｢祭
把
儀
礼
に
見
る
旅
-
中
国
湖
南
ヤ
オ
族
の
通
過
儀
礼

を
事
例
と
し
て
-
｣
､
兵
藤
裕
己
学
習
院
大
学
教
授
が

｢平
家

物
語
と
旅
に
つ
い
て
-
旅
の
神
'
道
祖
神
､
シ
ュ
ク
神
､
地
神

-
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
､
参
加
者
全
員
で
の
討
議
を
行
う
｡

一
一
月
二
三
日
.
万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究
｢旅
と
万
葉
集
｣

の
第

二

回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
伊
東
信
宏
大
阪
大
学
准
教

授
が
｢
ロ
マ
(ジ
プ
シ
ー
)
の
旅
と
音
楽
｣､
曹
味
梅
研
究
員
が
｢放

浪
詩
人
金
笠
に
つ
い
て
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
､
参
加
者
全
員
で

の
討
議
を
行
う
｡

一
一
月
二
四
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
明
日
香
学
特
別
講
座
に
て
､
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢明
日
香
と
万
葉
-
2
-
｣
を
講
義
｡

一
一
月
二
六
日

近
畿
図
書
専
門
部
会
に
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

集

二

一五
〇
年
の
軌
跡
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
一
月
二
九
日

奈
良
県
主
催

｢観
光
列
車

『旅
万
葉
』
試
乗
会
｣
で
､
竹
本

晃
研
究
員
が
荒
木
神
社
で

｢浮
田
の
杜
の
万
葉
歌
｣
と
題
し
て

ミ
ニ
講
座
､
桜
井
駅
か
ら
五
条
駅
ま
で
を
井
上
研
究
員
が
､
五

条
駅
か
ら
高
田
駅
ま
で
を
竹
本
晃
研
究
員
が
担
当
し
､
そ
れ
ぞ
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れ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
内
で
の
万
葉
解
説
を
実
施
｡

一
一
月
三

〇
日

第
二
回
N
A
R
A
万
葉
世
界
賞
の
贈
呈
に
つ
い
て
､
審
議
会

を
開
催
｡

一
二
月

二
日

奈
良
県
立
大
学
遷
都

二
二
〇
〇
年
記
念
特
別
講
座
に
て
､
井

上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
『
万
葉
集
』
か
ら
み
た
平
城
京
｣
と
題

し
て
講
演
｡

二

一月

四
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢
万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
八
回
)
を
講
義
｡

二

一月

六
日

友
の
会
主
催
の
特
別
講
座
と
し
て
､
曹
晩
梅
研
究
員
が
｢神
々

の
授
け
た
恋
愛
歌
｣
を
'
張
士
傑
海
外
研
修
員
が

｢憶
良
の
愛

情
と
儒
家
思
想
｣
を
講
義
｡

二

一月

一
一
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
九
回
)
を
講
義
｡

一
二
月

一
四
日

友
の
会
共
催

｢
万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
曹
味
梅
研
究
員
が

｢巻

一
の
世
界

(下
)
七

〇
～
七
五
番
歌
｣
を
講
義
｡

第
六
回
委
託
共
同
研
究
の
採
用
に
つ
い
て
､
審
議
会
を
開

催
｡

二

一月

一
八
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢
万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第

一
〇
回
)
を
講
義
｡

二

一月
二

〇
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉

集
｣
の
第

二

一回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡
上
野
誠
副
所
長
が
｢宅

庄
往
来
の
文
芸
｣
を
発
表
｡
そ
の
後
､
参
加
者
全
員
で
の
討
議

を
行
い
､
二
年
間
の
総
ま
と
め
を
行
う
｡

一
月

八
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢
万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第

二

回
)
を
講
義
｡

一
月

一
〇
日

藤
井
麻
未
研
修
員
の
研
修
を
開
始
｡
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

指
導
を
担
当
｡

一
月

一
一
日

大
門
敦
子
研
修
員
の
研
修
を
開
始
｡
寺
川
虞
知
夫
所
長
が
指

導
を
担
当
｡

一
月

一
九
日

張
士
傑
海
外
研
修
員

･
竹
本
晃
研
究
員
が
､
奈
良
県
庁
に
お

け
る
海
外
研
修
員
研
修
成
果
報
告
会
に
出
席
｡
張
研
修
員
が
研

修
成
果
を
発
表
｡

一
月
二
二
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
｢万

葉
の
文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第

二

一回
)
を
講
義
｡

一
月
二
五
日

友
の
会
共
催

｢
万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢巻

一
の
世
界

(下
)
七
六
～
七
七
番
歌
｣
を
講
義
｡

一
月
二
六
日

張
士
傑
海
外
研
修
員
が
中
国
に
帰
国
｡
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◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
二
十

一
年
二
月
～
平
成
二
十
二
年

一
月
)

月
O
｢私
論
公
論
/

二
二
〇
〇
年
前
の
人
々
の
心
｣
(｢京
都
新
聞
｣
九
月
二
五

日
号
)
平
成
二
十

一
年
九
月

井
上
さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢古
代
東
ア
ジ
ア
の
相
関
関
係
-
万
葉
歌
に
お
け
る
地
名
表
現
か
ら
-
｣

(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
七
号
)
平
成
二
十

一
年
三
月

O
｢『
万
葉
集
』
の
世
界
観
-
海
彼
の
地
名
と
境
界
認
識
に
つ
い
て
-
｣
(美

夫
君
志
会
編

句
万
葉
集
の
今
を
考
え
る
』
新
典
社
)
平
成
二
十

1
年
七
月

[研
究
発
表
]

O
｢や
ま
と
歌
と
海
彼
の
あ
い
だ
｣
(美
夫
君
志
会
例
会
)
平
成
二
十

一
年

二
月

O
｢黄
葉
の
宴
-
馬
場
南
遺
跡
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
-
｣
(美
夫
君
志
会

例
会
)
平
成
二
十

一
年
十
月

[そ
の
他
]

O
J
R
西
日
本
駅
か
ら
散
策

eco
マ
ッ
プ

｢天
理
駅
｣
･
｢桜
井
駅
｣
･
｢高
田

駅
｣
(各
マ
ッ
プ
と
も
)
平
成
二
十

一
年
三
月

O
｢古
代
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
｣
(茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

｢
万
葉

集

二

一五
〇
年
記
念

万
葉
の
こ
こ
ろ
を
描
く
｣
展
覧
会
図
録
資
料
)
平

成
二
十

一
年
四
月

O
｢
万
葉
の
こ
こ
ろ
を
描
く
｣
(｢月
刊
美
術
｣
五
月
号
)
平
成
二
十

一
年
五

大
館

真
晴

(平
成
二
十

一
年
三
月
三
十

一
日
退
任
)

[研
究
論
文
]

O
｢豊
後
国
風
土
記

･
大
分
郡
に
み
る
地
名
起
源
の
方
法
-
古
風
土
記
に
み

る
詠
嘆
の
助
字

｢哉
｣
･
｢乎
｣
の
検
討
か
ら
I
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所

年
報
｣
七
号
)
平
成
二
十

一
年
三
月

[そ
の
他
]

O
｢
万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
⑮
/
十
年
の
思
い
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
二
十
三
号
)

平
成
二
十

一
年
三
月
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竹
本

晃

[研
究
論
文
]

O
｢
万
葉
歌
木
簡

一
考
-
あ
さ
な
ぎ
木
簡
-
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣

七
号
)
平
成
二
十

一
年
三
月

O
｢
日
本
木
簡
的
研
究
探
索
方
法
｣
(｢唐
都
学
刊
｣
二
〇
〇
九
年
第
二
十
五

巻
第
六
期

〔総
期
〕
)
平
成
二

一
年
十

一
月

[研
究
発
表
]

O
｢坊
に
お
け
る
生
活
空
間
の
中
日
比
較
-
藤
原
京
と
隔
唐
時
代
の
洛
陽

･



長
安
城
-
｣
(｢中
原
文
化
在
東
亜
的
流
播
与
影
響
｣
国
際
学
術
検
討
会
)

平
成
二
十

一
年
八
月

[そ
の
他
]

O
J
R
西
日
本
駅
か
ら
散
策

eco
マ
ッ
プ

｢天
理
駅
｣
･
｢桜
井
駅
｣
･
｢高
田

駅
｣
(各
マ
ッ
プ
と
も
)
平
成
二
十

一
年
三
月

O
｢
万
葉
万
華
鏡
⑥
/
三
輪
山
｣
(｢コaraコtO｣
二
十
五
号
)
平
成
二
十

一

年
六
月

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
⑯
/
空
間
と
時
間
の
観
念
を
考
え
る
｣
(｢天

飛
ぶ
｣
二
十
四
号
)
平
成
二
十

一
年
七
月

O
｢慶
州
の
み
や
げ
ば
な
し
｣
(大
阪
市
立
大
学
新
羅
遺
跡
学
術
調
査
団

(栄

原
永
遠
男
)
編

｢新
羅
遺
跡
踏
査
の
記
録
-
2
0
0
8
年
8
月
-
｣)
平

成
二
十

一
年
六
月

O
｢
正
倉
院
文
書
｣
(｢
万
葉
図
書

･
情
報
室
だ
よ
り
｣
二
十
五
号
)
平
成

二
十

一
年
十

一
月

学
院
大
学
文
学
部
講
演
会
)
平
成
二
十

一
年
十
月

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
⑰
/
い
と
し
い
女
性
へ
の
思
い
I
さ
ら
さ
ら

に
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
二
十
五
号
)
平
成
二
十

1
年
十

一
月

O
｢
万
葉
万
華
鏡
⑧
/
わ
が
宿
の
梅
｣
(｢naraコtO｣
二
十
七
号
)
平
成

二
十

一
年
十
二
月
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曹

味
梅

(平
成
二
十

一
年
七
月
二
日
着
任
)

[研
究
論
文
]

O
｢中
国
少
数
民
族
の
通
せ
ん
ぼ
の
習
俗
と
対
歌
｣
(｢圃
学
院
雑
誌
｣
第

一
一〇
巻
第
十

一
号
)
平
成
二
十

一
年
十

一
月

[そ
の
他
]

○
朝
受
金
氏
講
演

｢中
国
民
族
文
学
研
究
の
現
状
と
今
後
｣
同
時
通
訳

(園




